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これまでの防災教育が学生の防災意識に与える影響 

酒井 裕香 

1. はじめに

1.1 防災教育について 

防災教育とは，内閣府[1]によると，「究極的には命

を守ることを学ぶことである．また，そのためには，災

害発生の理屈を知ること，社会と地域の実態を知るこ

と，備えを学ぶこと，災害発生時の対処の仕方を学

ぶこと，そして，それを実践に移すことが必要になる」

と示されている．自然災害が多発する日本において，

防災教育の重要性に疑いの余地はない． 

1.2 防災教育の現状 

日本ではどのように防災教育が行われているのだ

ろうか．内閣府[1]によると，現在日本では，町内会・

自治会などが主導して防災訓練を実施，防災用品

の配布，小規模の勉強会・講演会の開催など，多く

の防災教育が行われている．また，避難訓練などは

教育現場でも行われている． 

文部科学省[2]では，防災教育の内容について3

つの課題点を示している． 

1. 年齢や地域などに応じて身に付けるべき防災

知識は何か，どのような内容をどのような順番

で教えるべきか等，どこの学校や地域でも普

遍的に取り組めるような防災教育のミニマムス

タンダートが現状では十分に体系化されてい

ない．

2. これまでに作られてきた防災教育で利用できる

ような素材やコンテンツについて，その多くは

作成した人自ら活用するのにとどまっており，

成果の水平展開や共有が不十分である． 

3. 自然災害の性質から対策までを合わせて学べ

るような教材や，自然と人間関係のような内容

までを踏まえた，単なる災害の現象論のみに

留まらない防災科学教育のプログラムの開発，

優良な国内外のサイトの体系的な提供に関し

て，このような事例は現在あまり見られない． 

 このように，日本では自治会や教育現場を中心に

様々な防災教育が行われているが，課題も指摘され

ているのが現状である． 

1NEC[4]によると減災とは， 「災害による被害は起こるものだ

という考えを前提に，災害が発生したときの被害を最小限に

抑えるために備えること」 

2. 先行研究

2.1 防災教育と防災意識について 

多くの防災教育が行われている日本であるが，どの

ような防災教育が有効なのだろうか．岩崎ら[3]は，東

日本大震災以降の学生の減災1意識の変化に着目

し，現在の学生が今まで受けてきた減災教育は何が

充実していて何が不足しているかについての考察を

試みた．アンケートを用いた調査を行い，学生の減

災意識や減災行動，これまで受けてきた減災教育に

有益性について調べた．その結果，学生は防災につ

いて表面的に理解しているが自ら考えるという重要な

部分が欠如していることがわかった．また実効性のあ

る減災教育を行うにあたっては，「減災行動にポジ

ティブな影響を与える要因についての実感が得られ

るような体験学習としてどのような教育活動が適切で

あるか」について具体的な教育内容の検討が必要だ

と指摘している．

2.2 東日本大震災での防災意識の変化について 

防災教育の有効性に関する研究ではないが，震

災経験の有無が避難訓練等への参加に影響すると

したという研究がある．熊谷[5]は，住民の防災に関

する意識が震災や生活再建の経験を経てどう変化

するのかに着目し，岩手県釜石市唐丹町本郷地区と

小白浜地区を対象に，地域防災の課題や防災意識

に関する調査を行った．その結果，両地区ともに震

災後には災害への意識が高まったことが明らかにさ

れた．また，小白浜地区では対策により災害リスクが

低減したことで，防災訓練への参加や災害への備え

など，一部の防災への取り組みに鈍化がみられた．

対する本郷地区では，今後心配な災害への意識や

避難訓練への参加率に高まりがみられ，避難場所に

ついても現状に「不十分」とする傾向が強く，災害に

対する課題が強く認識されていることがわかった． 

3. 研究目的

先行研究では，震災前後の防災意識の変化や防

災教育の有益性について研究がなされてきた．しか

し，岩崎ら[3]では学生の防災意識・防災行動がどう
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なっているかについて研究しているものの，そうした

意識への防災教育の直接的な影響については触れ

ていない．また防災教育についても，その教育を小

学校・中学校・高校のどの段階で受けたかによって

影響が違うと考えられる（例えば，小学生の時には重

要性が理解できないが，高校生ならば理解できるな

ど）．そのように教育段階でわけた研究は，筆者の知

る限り存在しない． 

したがって，本稿では，学生の防災意識を高める

ためには，小・中・高校におけるどのような防災教育

が有効であるかを，アンケート調査によって明らかに

することを目的とする． 

 

 

4. アンケート調査 

4.1 調査対象 

本研究では，調査対象者を会津大学短期大学部，

旭川大学，旭川大学短期大学部の在学生とした．旭

川大学の学生の調査対象としたのは，熊谷[5]で指

摘されたように，東日本大震災の経験の有無が防災

教育を受ける機会に差を生じさせている可能性があ

るためである． 

 

4.2 調査方法 

調査期間：2022年12月5日～12月18日 

調査方法：Googleフォームを使ったインターネット

調査 

調査概要：小学校・中学校・高校で行った防災教

育について，項目ごとに５段階のリッカートスケール

を用いて調査を行った．また，個人の防災意識と防

災行動について，岩崎ら[3]で使用されていたアン

ケート項目を用いて調査した． 

 

4.3 防災意識及び防災行動の評価基準について 

本研究では，岩崎ら[3]の調査において使用され

た「意識点」「行動点」という評価基準を用いて，分析

を行う．意識点は，「災害（自宅にいるとき）の避難場

所は知っていますか」「災害をどのくらい意識してい

ますか」「災害について家族や友人と話をすることは

ありますか」の3つの質問に対する回答の得点を合算

したものである（最大3点）．同様に，行動点は「あな

たの現在のお住まいでは，非常用の持ち物として何

を用意していますか」「あなたの現在のお住まいで以

下のような対策をしていますか」「地域の防災活動

（学校の避難訓練は除く）への参加についてお尋ね

します」の3つの質問に対する回答の得点を合算した

ものである（最大3点）． 

 

4.4 調査結果 

有効回答数は153件で，内53件が会津大学短期

大学部の在学生，62件が旭川大学の在学生，38件

が旭川大学短期大学部の在学生であった．性別は

男性が36.6%，女性が60.1%，回答したくないが3.3%

となった．また，年代は10代が33%，20代が65%，30

代が2%，その他という結果となった． 

 
 

 
図 1回答者の在学中の学校比率 

 
図 2回答者の男女比率 

 

 

5. 分析 

5.1 東日本大震災の経験と防災教育の分析 

図 3では，東日本大震災の経験の有無の割合を

表している．東日本大震災で被害を受けた人は27人，

受けていない人は126人である． 

表 1は，東日本大震災の経験の有無とこれまでの

防災教育の関係を示している．はじめに小学校・中

学校・高校のそれぞれの期間で受けた防災教育に

ついて，その防災教育を受けたを1点，受けていない

を0点として点数化し平均を求めた．次に東日本大

震災の経験の有無によってその平均の差を求めた． 

どの項目でも目立った差は確認できず，震災の経

験によって防災教育を受ける機会に差があるわけで

はないことが確認できた．このことから，東日本大震

災を経験した人が，特別多くの防災教育を受けてき

たわけではないと考えられる．また，東日本大震災の

経験がある人がサンプルでは少ないことから，以降

は東日本大震災の経験の有無によってサンプルを

分けずに分析を行う． 
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図 3東日本大震災の経験の有無の比率 

 

表 1東日本大震災の経験の有無による 

防災教育ごとの防災行動の差

 
 

5.2 防災教育と意識点・行動点の分析 

小学校・中学校・高校のそれぞれの期間で行われ

た防災教育について，項目ごとに防災教育に参加し

た・参加していないを分け，各群の意識点と行動点

の平均を求めた（表 2）．そのうえで，意識点と行動

点それぞれの差を求め，t検定にて分析を行った． 

小学校での防災教育では，有意水準0.05（5%）で

「地域で行われる避難訓練」「防災体験館・施設で疑

似体験を行う」「震災・災害伝承館に行く」の行動点と

「災害や防災について授業で学ぶ」の意識点と行動

点で有意な差が確認できた． 

中学校での防災教育では，有意水準0.05（5%）で

「防災体験館・施設で疑似体験を行う」や「震災・災

害伝承館に行く」の行動点，そして「災害や防災につ

いて授業で学ぶ」の意識点と行動点で有意な差が確

認できた． 

高校での防災教育では，有意水準0.05（5%）で

「地域で行われる避難訓練」や「語り部（震災を体験

した人）から話を聞く」や「防災体験館・施設で疑似

体験を行う」や「震災・災害伝承館に行く」の行動点と

「災害や防災について授業で学ぶ」の意識点と行動

点で有意な差が確認できた． 

これらの結果から，小学校から高校までの期間「災

害や防災について授業で学ぶ」ことは学生の現在の

防災意識や防災行動に影響を及ぼしていることが分

かる．また，小学校から中学校で「語り部（震災を体

験した人）から話を聞く」ことは，個人の防災意識や

防災行動に影響を及ぼさないことが分かる．加えて，

全体として防災教育の意識点への影響が小さいこと

が示された．  

 

表 2 防災教育に参加したときとしていないときの意識

点・行動点 

 
 

 

6. 考察とまとめ 

 今回の調査では，学生の防災意識を高めるために

はどのような防災教育が有効であるかについて，アン

ケート調査とその分析から検討した．学生の防災意 

識を高めるためには，災害や防災について授業で学

ぶことが最も有効であることが確認できた．小学校・

中学校・高校には定期テストとして知識が定着したか

確認する場が設けられる．そのため，予習や復習を

行う人が多く，知識が定着しやすくなりこのような結果

になったのではないかと考える． 

 また，防災体験館・施設で疑似体験を行うことや震

災・災害伝承館に行くことも，行動点においては防災

教育として有効であるといえる．防災体験館・施設は

短時間かつ五感すべてを使って疑似体験できること

から，小学生でも比較的ふれやすい防災教育なので

はないかと考える．震災・災害伝承館では気軽に震

災・災害当時のことを知ることができるため，学校の

防災教育に使われやすいと考察される． 

 さらに，小学校・中学校で語り部（震災を経験した

人）から話を聞くことは，個人の防災意識や防災行動

に影響がないことが確認できた．語り部の主観で震

災・災害の話を聞くことになるため，自分自身の中に

その経験を取り込むことが小中学生では特に難しく
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なるため，このような結果になったと考える． 

 岩崎ら[3]の研究では，「学生は防災・減災のため

に行動を起こしていても，その意味を理解したり危機

感を持って行動したりしているわけではない」と推察

しており，本研究でも同じような結果を確認することが

できた．今後の防災教育においては，どのように防

災意識を高めるかが重要になってくると考えられる． 

 

 

7. 今後の課題 

本研究の課題として，以下のことが挙げられる．ま

ず，東日本大震災の経験がある人のデータが，東日

本大震災の経験がない人のデータ数と比べて非常

に少ないことである．データ数がある程度同じであれ

ば，経験の有無に分けたより精緻な分析が行えると

考える．次にアンケート対象者を短大学生及び大学

生にと限定したことである．アンケートでは，昔（小学

生）のことを覚えていないというご意見をいただいた．

あまり記憶に残っていないため，答えることができな

いという対象者が多くいたと考えられる．これについ

ては，アンケート対象者について見直しが必要であ

ると考えられる． 
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